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つながる環境学習　企画紙

記入者　中信地区環境教育ネットワーク　中林

１．支援対象校 会田中学校

２．実施時期 平成26年7月～平成27年2月

３．学年と人数 2学年　48名

５．学習プラン

活動場所 所用時間 活動

6月27日 １．登山事前学習 ◎原体験 講師料：5000円

材料費：

支払元：トライやる

7月14～15日 ２．乗鞍登山・上高地キャンプ ◎気づき 講師料：

　乗鞍―高山の特色と自然の厳しさを体験する。 材料費：

上高地キャンプ―自然体験を楽しむ。上高地の動植物や 支払元：学校行事

保護活動について知る。

9月4日 ３．登山ふり返り学習 ◎実験・調査 講師料：30,000円

・乗鞍・上高地で感じた事をお互いに出しあって体験を共有しする。 材料費：

・乗鞍・上高地について外部講師の話を聞き、多様な見方があることを知る 支払元：トライやる

・「外」での体験を踏まえ、地元でやってみたいことを考える。 ◎社会参加への準備

10月15日 ４．「水って何だろう？」 講師料：5000円×２

材料費：

◎社会参加 支払元：トライやる

10月27日 ５．「森林資源の活用、自然エネルギーに関する学習」 行動する。 講師料：

・地元四賀の里山の魅力と課題について 材料費：

―美しい原生林、マツタケの産地、松くい虫被害など 支払元：四賀林研

・バイオマス機材体験 （みどりの基金）

11月6日 ６．「木の学習-ボヤ炭づくりとバームクーヘン焼き」 講師料：5000円×３

・ボヤ炭作り（学有林整備を兼ねて） 材料費：

・ボヤ炭でバームクーヘン焼き 支払元：トライやる

４．先生の希望

・上高地では水がきれいであった。また、地元の水とは味が違うこ
とにも気がついた。水についてもっと知る。

自然豊かな学区ではあるが、学有林は荒れ、地域の過疎化も進んでいる。地域の良さに気付き、自分達にも何かできることがあるか
もしれないという気持ちを生徒たちにもってほしい。

必要経費

四賀林研
自然エネルギーネット
まつもと

寿さと山くらぶ
四賀林研

支援内容
環境学習としての狙い 講師

課題解決に向けて何がで
きるかを考える。

調査や実験を通して、課
題を理解する。

自然の中の不思議さ、面
白さに気づくと同時に、
課題や困難にも気づく。

夢中になって遊ぶ、畏怖
を感じる、美しさに感動
する、理屈抜きで自然を
感じる体験をする。

ＮＰＯ　法人信州松本
山岳ガイド協会　やま
たみ

学校行事
（ガイド：ＮＰＯ　法
人信州松本山岳ガイド
協会　やまたみ）

NPO地域づくり工房傘
木
松大　中澤
信大　渡辺
山岳ガイドやまたみ石
塚

㈱環境技術センター

これから登山、キャンプに向かう上高地、乗鞍の自然についての
事前学習。
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